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２
０
１
１
年
３
月
に
起
き
た
東
京
電
力
・
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、
環
境
中
に
大
量
の
放
射

性
核
種
が
放
出
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
長
期
的
な
影
響
を

見
届
け
る
必
要
の
あ
る
放
射
性
核
種
と
し
て
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
（
放
射
性
Ｃ
ｓ
）
が
あ
る
。
物
理
的
半
減
期

が
約
30
年
と
長
い
こ
と
か
ら
、
長
期
間
に
わ
た
り
野
生

動
物
へ
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
更
に
、
事

故
の
影
響
に
よ
り
、
無
居
住
化
と
な
っ
た
帰
還
困
難
区

域
等
の
地
域
で
は
、
野
生
動
物
の
生
息
状
況
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
原
発
事
故

に
伴
う
野
生
動
物
の
現
状
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
生
活

に
も
深
い
関
わ
り
を
持
つ
イ
ノ
シ
シ
を
事
例
に
紹
介
す

る
。

イ
ノ
シ
シ
に
含
ま
れ
る
放
射
性
Ｃ
ｓ

イ
ノ
シ
シ
（
ニ
ホ
ン
イ
ノ
シ
シ
）
は
、
東
北
地
方
の

一
部
を
除
く
本
州
か
ら
九
州
に
か
け
て
分
布
し
て
お

り
、
森
林
や
里
地
里
山
に
棲
息
し
て
い
る
。
植
物
性
の

強
い
雑
食
性
で
、
植
物
の
葉
や
根
茎
、
栄
養
価
の
高
い

ド
ン
グ
リ
類
や
水
分
の
多
い
果
実
な
ど
を
採
食
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
森
林
内
や
里
地
で
は
、
イ
ノ
シ

シ
が
エ
サ
を
求
め
て
掘
り
返
し
た
と
思
わ
れ
る
痕
跡
が

し
ば
し
ば
目
撃
さ
れ
る
。

東
電
原
発
事
故
後
に
、
福
島
県
で
実
施
し
た
野
生
鳥

獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
以
外
の
狩

猟
対
象
と
な
っ
て
い
る
野
生
鳥
獣
に
比
べ
、
イ
ノ
シ
シ

の
筋
肉
中
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
の
高
い
傾
向
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
後

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
イ
ノ
シ
シ
の
研
究
に
お
い
て
も
、
放
射

性
Ｃ
ｓ
濃
度
の
高
い
状
態
が
継
続
し
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
高

い
放
射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
に
あ
る
地
下
生
キ
ノ
コ
の
採
食
が

要
因
と
さ
れ
て
い
る
。

東
電
原
発
事
故
か
ら
７
年
以
上
経
過
し
た
２
０
１
８

年
に
、福
島
県
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
に
お
い
て
も
、

一
般
食
品
の
基
準
値
で
あ
る
１
０
０
ベ
ク

レ
ル

／
㌔
㌘
を
超
過

す
る
個
体
が
多
く
検
出
さ
れ
、
な
か
に
は
数
千
ベ
ク

レ
ル

／
㌔

㌘
を
超
過
す
る
個
体
も
あ
る
（
図
）。
ま
た
、
土
壌
の

放
射
性
Ｃ
ｓ
の
汚
染
レ
ベ
ル
が
同
程
度
の
エ
リ
ア
で
捕

獲
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
体
に
よ
り
そ
の
濃
度

は
大
き
く
異
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
イ
ノ
シ

シ
に
お
け
る
放
射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
の
変
動
を
左
右
す
る
要

因
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

イ
ノ
シ
シ
の
食
性
と
放
射
性
Ｃ
ｓ
の
蓄
積

野
生
動
物
が
体
内
に
放
射
性
Ｃ
ｓ
を
取
り
込
む
主
要

な
経
路
と
し
て
、
食
物
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に

有
害
鳥
獣
捕
獲
等
の
理
由
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を

対
象
に
、
イ
ノ
シ
シ
の
胃
内
容
物
お
よ
び
筋
肉
中
の
放

射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
に
正
の
関

係
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
イ
ノ
シ

シ
の
筋
肉
中
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
の
濃
度
は
、
季
節
変
動
を

示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
イ

ノ
シ
シ
体
内
へ
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
の
移
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
や

濃
度
の
変
動
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ

の
食
性
と
体
内
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
の
関
係
に
つ
い
て

調
査
を
し
て
い
る
。
よ
り
詳
細
な
食
性
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
手
法
（
メ
タ
バ
ー
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
法
）
を
利
用
し
、
胃
内
容
物
中
に
存
在
す
る
イ
ノ

シ
シ
が
食
べ
た
植
物
性
や
動
物
性
由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽

出
す
る
こ
と
で
、食
べ
た
物
の
種
類
を
同
定
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
筋
肉
中
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
が
高
く
な
る

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
ド
ン
グ
リ
類
を

多
く
採
食
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
現
在
、
植
物
の
専

門
家
と
共
に
、
食
物
中
に
含
ま
れ
る
放
射
性
Ｃ
ｓ
に
つ

い
て
も
、
詳
細
に
調
査
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

数
千
ベ
ク

レ
ル

／
㌔
㌘
を
超
過
す
る
よ
う
な
桁
違
い
に
高
い
放

射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
を
含
有
す
る
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、

要
因
が
ま
だ
明
解
で
は
な
く
、
現
在
、
キ
ノ
コ
や
動
物
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性
食
物
等
の
採
食
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
、
調
査
を

進
め
て
い
る
。

放
射
性
Ｃ
ｓ
の
移
行
を
考
え
る

土
壌
に
存
在
す
る
放
射
性
Ｃ
ｓ
は
大
き
く
三
つ
の
存

在
画
分
に
分
類
で
き
る
。
交
換
態
放
射
性
Ｃ
ｓ
は
、
Ｃ

ｓ
と
イ
オ
ン
半
径
が
同
様
な
１
価
の
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ

オ
ン
と
置
換
可
能
な
状
態
で
存
在
し
て
い
る
放
射
性
Ｃ

ｓ
で
あ
り
、
有
機
物
、
土
壌
粒
子
等
に
吸
着
し
て
い
る
。

有
機
物
結
合
態
放
射
性
Ｃ
ｓ
は
、
有
機
物
と
結
合
し
て

い
る
放
射
性
Ｃ
ｓ
で
あ
る
。
粒
子
結
合
態
（
も
し
く
は

強
固
結
合
態
）
放
射
性
Ｃ
ｓ
は
、
粘
土
の
層
状
粘
土
鉱

物
に
強
く
固
定
さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
溶
離
し
な
い
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
環
境
中
に
は
異

な
る
存
在
画
分
で
放
射
性
Ｃ
ｓ
が
存
在
し
て
お
り
、
時

間
経
過
に
伴
い
、
比
較
的
移
動
し
や
す
い
画
分
か
ら
移

動
し
に
く
い
画
分
へ
と
次
第
に
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う

な
時
間
経
過
に
伴
う
放
射
性
Ｃ
ｓ
の
存
在
形
態
の
変
化

は
、
野
生
動
物
へ
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
の
移
行
に
も
影
響
を

与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
胃

内
容
物
か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
が
食
物
を
介
し
て
、
ど
の
よ

う
な
存
在
形
態
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
を
取
り
込
ん
で
い
る
の

か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
筋
肉
中
の
放
射
性
Ｃ
ｓ

濃
度
の
上
昇
や
季
節
的
な
変
動
に
は
、
交
換
態
画
分
と

消
化
管
内
で
分
解
さ
れ
溶
出
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

有
機
物
結
合
態
画
分
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
が
関
係
し
て

お
り
、
取
り
込
ん
だ
全
量
で
は
な
く
、
一
部
の
放
射
性

Ｃ
ｓ
の
み
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
放
射
性
Ｃ
ｓ
濃
度
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
存

在
形
態
別
放
射
性
Ｃ
ｓ
が
存
在
し
て
い
る
か
が
、
イ
ノ

シ
シ
を
含
め
た
野
生
動
物
へ
の
放
射
性
Ｃ
ｓ
の
取
り
込

み
と
吸
収
に
深
く
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。

多
角
的
視
野
で
Ｃ
ｓ
動
態
の
解
明
を

原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
野
生
動
物
へ
の
影

響
や
そ
の
動
態
、
変
化
す
る
野
生
動
物
の
生
息
状
況
の

把
握
に
は
、
放
射
線
科
学
や
森
林
学
、
生
態
学
な
ど
の

複
数
分
野
を
組
み
合
わ
せ
た
、
多
角
的
な
視
野
か
ら
の

解
明
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
よ
う
な
人

の
暮
ら
し
に
も
密
接
に
関
わ
る
野
生
動
物
に
つ
い
て

は
、
放
射
性
Ｃ
ｓ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
帰
還
困
難
区

域
や
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
無
居
住
化
な
ど
の
環
境

変
化
に
伴
う
個
体
群
動
態
の
変
化
に
も
注
視
し
、
イ
ノ

シ
シ
へ
の
放
射
性
核
種
の
取
り
込
み
と
合
わ
せ
て
個
体

数
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
移
動
・
分
散
と
い
っ
た
生
態

系
の
変
化
な
ど
に
も
視
点
を
当
て
て
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
。
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捕獲地方別のイノシシの筋肉中におけるCs-137
濃度の時系列変化（福島県自然保護課によるモ
ニタリングの結果、2011年-2018年度）
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イノシシの筋肉中Cs-137濃度の季節変動

（Nemoto et al., 2018, PLoS ONEより引用、一部改変）
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